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(57)【要約】
　本発明に係る容器（１００）用ラベル貼付け装置は、
少なくとも一つの容器（１００）を、ラベル貼付け位置
に同時に位置決めする第一移送手段（２）と、環状熱収
縮性ラベル（２００）を、ラベル貼付け位置にある少な
くとも一つの容器（１００）の下方に位置決めする第二
移送手段（３）と、ラベル貼付け位置にある容器（１０
０）に、下方からラベルを挿入するためにラベル（２０
０）を上昇させるための上昇手段（５０，５２）と、ラ
ベル（２００）に高温流体を与えるための分配手段（５
１，５３）とを有し、前記分配手段（５１，５３）が、
前記第二移送手段（３）に拘束されずに、第二移送手段
（３）によって前進させられるラベル（２００）に対し
て静止するようにされ、かつ、ラベル貼付け位置にある
少なくとも一つの容器（１００）に挿入されたラベル（
２００）の少なくとも一部の熱収縮を実行するように構
成され、前記部分が、ラベル（２００）の軸線方向展開
部全体にわたってのびていることを特徴とする。
【選択図】図１
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【特許請求の範囲】
【請求項１】
　少なくとも一つの容器（１００）を、ラベル貼付け位置に同時に位置決めする第一移送
手段（２）と、
　環状熱収縮性ラベル（２００）を、ラベル貼付け位置にある少なくとも一つの容器（１
００）の下方に位置決めする第二移送手段（３）と、
　ラベル貼付け位置にある容器（１００）に、下方からラベルを挿入するためにラベル（
２００）を上昇させるための上昇手段（５０，５２）と、
　ラベル（２００）に高温流体を与えるための分配手段（５１，５３）と
　を有する容器（１００）用ラベル貼付け装置において、
　前記分配手段（５１，５３）が、
　　前記第二移送手段（３）に拘束されずに、第二移送手段（３）によって前進させられ
るラベル（２００）に対して静止するようにされ、かつ、
　　ラベル貼付け位置にある少なくとも一つの容器（１００）に挿入されたラベル（２０
０）の少なくとも一部の熱収縮を実行するように構成され、
　前記部分が、ラベル（２００）の軸線方向展開部全体にわたってのびている
　ことを特徴とする容器用ラベル貼付け装置。
【請求項２】
　前記分配手段（５１，５３）が、前記ラベル貼付け位置にある少なくとも一つの容器（
１００）に対して垂直方向に移動可能である
　ことを特徴とする請求項１に記載の装置。
【請求項３】
　前記分配手段（５１，５３）が、それが垂直方向に移動している間に高温流体を分配す
る
　ことを特徴とする請求項２に記載の装置。
【請求項４】
　分配手段（５１，５３）が、分配手段（５１）が下方に向けて移動している間に高温流
体を分配する
　ことを特徴とする請求項３に記載の装置。
【請求項５】
　分配手段（５１，５３）が、分配手段（５１）が上方に向けて移動している間に高温流
体を分配する
　ことを特徴とする請求項３に記載の装置。
【請求項６】
　分配手段（５１，５３）が、垂直方向に完全に一緒に動くように、ラベル（２００）の
上昇手段（５０，５２）と結合されている
　ことを特徴とする請求項２に記載の装置。
【請求項７】
　分配手段（５１，５３）が、ラベル（２００）の高温流体の噴流が当たる部分の軸線方
向位置に従って、異なる流量及び／又は流速を有する高温流体の噴流を分配する
　ことを特徴とする請求項１に記載の装置。
【請求項８】
　前記分配手段（５１，５３）が、異なる流量及び／又は流速を有する高温流体の噴流を
分配する垂直方向に間隔を開けて配置された複数の出口ノズル（５３）を備えている
　ことを特徴とする請求項７に記載の装置。
【請求項９】
　前記分配手段（５１，５３）が、ラベル貼付け位置にある容器（１００）に対するその
垂直方向の移動の間に、高温流体の噴流の流量及び／又は流速を変化させる
　ことを特徴とする請求項７又は２に記載の装置。
【請求項１０】
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　前記分配手段が、独立して相互に離間された複数の拡散要素を備え、
　前記拡散要素が、ラベル貼付け位置にある少なくとも一つの容器（１００）を囲む囲い
を画定するように配置され、
　前記拡散要素に、それぞれ、拡散要素によって画定された囲いの内側に向けられた少な
くとも一つの出口ノズル（５３）が設けられ、ラベル貼付け位置にある容器（１００）に
挿入されたラベル（２００）に高温流体の噴流を与えるようにした
　ことを特徴とする請求項１に記載の装置。
【請求項１１】
　リング状の囲いを画定する拡散要素に設けられた出口ノズル（５３）が、それによって
分配される高温流体の噴流が、熱収縮性ラベル（２００）の少なくとも一つの完全な環状
バンドに当たるように構成されている
　ことを特徴とする請求項１０に記載の装置。
【請求項１２】
　上昇手段（５０，５２）が、第二移送手段（３）に拘束されずに、上昇手段（５０，５
２）が、第二移送手段（３）によって前進させられるラベル（２００）に対して静止して
いるようにされ、
　上昇手段（５０，５２）が、少なくとも一つの垂直可動プッシャー（５２）を備え、前
記プッシャー（５２）が、少なくとも一つの容器（１００）の下方に位置するラベル（２
００）を、ラベル貼付け位置まで上方に押すようにした
　ことを特徴とする請求項１に記載の装置。
【請求項１３】
　第一移送手段（２）が、ラベル貼付け位置に複数の容器（１００）を同時に位置決めし
、
　第二移送手段（３）が、対応する複数の熱収縮性ラベル（２００）を、各々対応する容
器（１００）の下方に位置決めし、
　上昇手段が、ラベル（２００）を、ラベル貼付け位置にある対応する容器（１００）に
、下方から挿入するようにラベル（２００）を同時に上昇し、
　分配手段（５１，５３）が、ラベル貼付け位置にある容器（１００）に挿入されたラベ
ル（２００）の完全な熱収縮を同時に実行するように構成されている
　ことを特徴とする請求項１に記載の装置。
【請求項１４】
　分配手段が、独立して相互に離間した複数の拡散要素を備え、
　前記拡散要素が、ラベル貼付け位置にある容器（１００）間に形成せた空間に挿入され
、ラベル貼付け位置にある容器（１００）の夫々の周りに囲いを画定するようにされ、
　各拡散要素に、囲いに収容された容器（２００）に当たるように囲いの内側に向けられ
た加熱流体の出口ノズル（５３）が少なくとも一つ設けられている
　ことを特徴とする請求項１３に記載の装置。
【請求項１５】
　少なくとも一つの拡散要素が、複数の出口ノズル（５３）を備え、前記出口ノズル（５
３）が、高温流体の噴流を同じ下図の囲いの内側に向けて、それらの中に収容された複数
のラベル（２００）に同時に当てるようにした
　ことを特徴とする請求項１４に記載の装置。
【請求項１６】
　上昇手段（５０，５２）が、第二移送手段（３）に拘束されずに、第二移送手段（３）
による動作によって前進するラベル（２００）に対して静止しているようにされ、
　上昇手段（５０，５２）が、複数の垂直可動式プッシャー（５２）を有し、前記プッシ
ャーで、容器（１００）の下方に位置するラベル（２００）を、同時に、ラベル貼付け位
置まで上方に押すようにした
　ことを特徴とする請求項１３に記載の装置。
【請求項１７】
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　少なくとも一つのプッシャー（５２）が、それぞれがラベル貼付け位置にある容器（１
００）の下方に位置する複数のローブ（２００）に同時に作用する
　ことを特徴とする請求項１６に記載の装置。
【請求項１８】
　第二移送手段（３）が、
　個々にそれに挿入されたラベル（２００）を移送するようにされた複数のラベル支持グ
ループ（３２）と、
　各ラベル支持グループ（３２）を、ラベル（２００）を受け取るローディング位置と、
ラベル貼付け位置にある容器（１００）の下方に位置するアンローディング位置との間で
周期的に動かすための作動手段（３０）と
　を備えている
　ことを特徴とする請求項１に記載の装置。
【請求項１９】
　ラベル（２００）をローディング位置にあるラベル支持グループ（３２）に挿入するた
めの少なくとも一つのローディング装置（４）を備えている
　ことを特徴とする請求項１８に記載の装置。
【請求項２０】
　第一移送手段（２）によって画定された容器（１００）の軌道に沿ったラベル貼付け位
置の下流に仕上げステーション（９）を備え、
　前記仕上げステーション（９）が、容器（１００）に固定されたラベル（２００）に高
温流体を当てるための処理手段（９１，９２）を備えている
　ことを特徴とする請求項１に記載の装置。
【請求項２１】
　前記処理手段が、容器（１００）が横切るために容器（１００）の前進方向（Ａ）に開
く固定通路（９１）と、
　固定通路（９１）の内方に高温流体を噴射する手段（９２）と
　を備えていることを特徴とする請求項２０に記載の装置。
【請求項２２】
　環状熱収縮性ラベル（２００）を個々に移送するようにされた複数のラベル支持グルー
プ（３２）と、
　ラベル（２００）を受け取るローディング位置と、ラベルを貼り付けるべき容器（１０
０）にラベル（２００）が移されるアンローディング位置との間で各ラベル支持グループ
（３２）を周期的に動かすための作動手段（３０）と、
　ラベル支持グループに熱収縮性ラベル（２００）を挿入するためにローディング位置に
おいてラベル支持グループ（３２）と直線上に並べられる軸線方向に展開する形成要素（
４１）が設けられたローディング装置（４）と
　を備えた容器（１００）用ラベル貼付け装置において、
　前記ローディング装置（４）が、形成要素（４１）の軸線方向の展開部に沿って連続し
て配置された少なくとも三つの引張機構（４２，４３，４４）を有し、
　少なくとも三つの引張機構（４２，４３，４４）が、各々、形成要素（４１）に挿入さ
れた熱収縮性材料から成る筒状本体（２０１）を、ローディング位置にあるラベル支持グ
ループ（３２）に向けて独立して引っ張って動かすための作動モータに結合され、
　少なくとも三つの引張機構（４２，４３，４４）の最後の引張機構（４４）が、少なく
とも三つの引張機構（４２，４３，４４）の他の引張機構（４２，４３）より速い引張速
度を筒状本体（２０１）に与え、熱収縮材料から成るラベル（２００）になる環状部分を
熱収縮材料から成る筒状本体（２０１）の端部から分離して、環状部分を形成要素（４１
）上にスライドさせて、それがローディング位置にあるラベル支持グループ（３２）に挿
入されようにする
　ことを特徴とする容器用ラベル貼付け装置。
【請求項２３】
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　引張機構の各々が、形成要素（４１）の側面に隣接して配置され、その軸線周りに固定
された位置で回転する少なくとも一つのローラ（４２，４３，４４）を備えている
　ことを特徴とする請求項２２に記載の装置。
【請求項２４】
　引張機構の各々が、相互に向き合い、かつ、形成要素（４１）の対向する側面に隣接し
て配置された一対のローラ（４２，４３，４４）を備え
　各対のローラ（４２，４３，４４）が、個々に、その軸周りに固定位置で相互に反対方
向に回転する
　ことを特徴とする請求項２３に記載の装置。
【請求項２５】
　少なくとも一つの容器（１００）をラベル貼付け位置に同時に位置決めする段階と、
　少なくとも一つの熱収縮性ラベル（２００）を、環状バンドの形態で、ラベル貼付け位
置にある各容器の下方に配置する段階と、
　ラベル貼り付け位置にある少なくとも一つの容器（１００）に下方からラベル（２００
）を挿入するようにラベル（２００）を上昇させる段階と
　を有する容器へのラベル貼付け方法において、
　ラベル貼付け位置にある容器（１００）の下方に位置するために動かされるラベル（２
００）に対して静止した状態になるようにラベル貼付け位置に高温流体の分配手段（５１
，５３）を配置し、
　前記分配手段（５１，５３）を用いて、ラベルがラベル貼付け位置にある少なくとも一
つの容器（１００）に挿入された時にラベル（２００）の少なくとも一部の熱収縮を実行
し、
　前記部分が、ラベル（２００）の軸線方向展開部全体にわたってのびている
　ことを特徴とする方法。
【請求項２６】
　ラベル貼付け位置にある容器（１００）上のラベル（２００）の一部の熱収縮を、高温
流体の分配中に分配手段（５１，５３）を垂直に動かして、ラベル（２００）の軸線方向
展開部全体に亘って高温流体が分配されるようにすることによって行う
　ことを特徴とする請求項２５に記載の方法。
【請求項２７】
　高温流体の分配を、分配手段（５１，５３）が上方から下方に向けて移動している間に
行う
　ことを特徴とする請求項２６に記載の方法。
【請求項２８】
　高温流体の分配が、分配手段（５１，５３）を下方から上方に向けて移動させている間
に行う
　ことを特徴とする請求項２６に記載の方法。
【請求項２９】
　ラベル（２００）の高温流体の噴流が当たる部分の軸線方向位置に従って、分配手段（
５１，５３）によって分配される高温流体の噴流の流量及び／又は流速を変化させる段階
を含む
　ことを特徴とする請求項２５に記載の方法。
【請求項３０】
　分配手段（５１，５３）を垂直に移動させている間に、分配手段（５１，５３）によっ
て分配される高温流体の噴流の流量及び／又は流速を変化させる段階を含む
　ことを特徴とする請求項２６又は２９に記載の方法。
【請求項３１】
　ラベル貼付け位置の下流で容器（１００）に固定されたラベルに高温流体を当てる段階
を含む
　ことを特徴とする請求項２５に記載の方法。
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【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　本発明は、環状バンドの形態の熱伸縮性ラベルを使用する容器用ラベル貼付装置及び方
法に関する。詳細には、本発明は、例えばヨーグルトカップのような、トレイ外方に突出
する平坦な外周エッジが設けられた上側口部を有する収容カップを備えた容器にラベルを
貼り付けるための装置及び方法に関する。
【背景技術】
【０００２】
　従来技術では、これらの容器に対するラベル貼付けは、通常、成形・充填・密封装置（
FFS)という名前の単一の製造設備において、容器を成形し、続けて充填し密封する装置と
並べて配置される特別なラベル貼付装置を用いて行われていた。具体的には、容器は、通
常、全てが相互に連結された一群の容器を得るように、プラスチック材料から成る単一の
シートの熱成形加工又は引き抜き加工によって成形される。成形後、一群の容器は、初め
に充填装置に送られ、そこで、容器カップに製品が充填され、次いで、密封装置に送られ
、そこで、カップはフィルムや適当な蓋で密閉される。最後に、充填され密封された容器
は、分離装置に送られ、そこで、ブレードカッタ装置が、容器の平坦な縁部に切り込み線
を入れ、及び／又は容器を相互に分離させるために容器の平坦な縁部を切断する。
【０００３】
　この製造設備に沿って、ラベル貼付装置は、充填装置の上流に配置することができる。
しかし、ラベル貼付装置は、通常、充填装置の下流に配置され、包装すべき製品が既に充
填された容器に作用する。
【０００４】
　通常、ラベル貼付装置は、二つの連続した異なる処理ステーションを通して一群の容器
を移動させるための移送手段を有する。第一のステーションでは、熱収縮性の環状ラベル
が容器の本体上に底部から挿入され、第二の熱収縮ステーションでは、既に挿入されたラ
ベルが加熱されて収縮され、ラベルが容器に完全に接着される。
【０００５】
　しかし、これら二つの異なる処理ステーションの存在のために、上述したラベル貼付装
置は、生産性が制限される。また、さらに上述したラベル貼付装置は、第一のステーショ
ンから第二の熱収縮ステーションまで容器を移送している間に、環状ラベルが滑り落ちる
ことを防止するための特殊な可動式の支持機構を必要とする。このため、装置が複雑化し
、また製造コストが高くなる。
【０００６】
この欠点を取り除くために、ラベル貼付装置は、その第一のステーションに高温流体、典
型的には熱風を分配するための特殊な分配手段が設けられる。この分配手段は、ラベルが
関連する容器に挿入されると直ぐにラベルに当たる高温流体噴流を生じさせる。
【０００７】
　具体的には、これらの分配手段は、高温流体噴流が、関連する容器の縁部の直ぐ下に位
置する幾つかの小さな部分だけに、ラベルの局部的熱収縮を生じさせ、これらの部分が容
器自身に接着するように構成されている。
【０００８】
　この方法では、局部的熱収縮によって、実際に正式な熱収縮が行われる第二の熱収縮ス
テーションに向けての移送中にラベルが剥がれることが効果的に防止される。これらの装
置の一つが、詳細な内容について参照されるHassiaによる国際出願（PCT)の国際公開WO２
００５／８２６０１号公報（特許文献１）に開示されている。
【０００９】
　上述した解決手段は、移送中にラベルを支持する手段をラベル貼付装置に設ける必要性
は取り除くが、二つの異なる処理ステーションの存在に関する生産性の問題を解決するも
のではない。
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【００１０】
　これらの問題の殆どは、二つの処理ステーションの関連する処理を完了させる時間が異
なることにあり、このために、装置全体の生産リズムは、より遅い装置の生産リズムに制
限されることになり、加えて、二つの処理ステーションを相互に同期させるために、複雑
で高価な技術的解決法を使用する必要がある。
【００１１】
　また、ラベルの挿入及び熱収縮処理が単一の処理ステーションで行われるラベル貼付装
置も公知である。そのラベル貼付装置には、複数のラベル支持グループが設けられている
。前記ラベル支持グループは、各々が円筒状ビーカーを備え、各ビーカーは、その内部に
同軸上に環状バンドの形態の熱収縮性ラベルを収容している。
【００１２】
　前記ラベル支持グループには、ラベル支持グループが関連のある円筒状カップの内部に
ラベルを受け取るローディング位置と、ラベル支持グループがラベルを貼り付けるべき容
器の下方にラベルを位置決めするアンローディング位置との間で、周期的にラベル支持グ
ループを動かす作動手段が設けられる。
【００１３】
　各ラベル支持グループには、さらに、関連する円筒状ビーカーを上昇させる上昇手段が
設けられ、熱収縮性ラベルを、底部からラベルを貼り付けるべき容器に挿入し、円筒状ビ
ーカーの内壁とラベルを貼り付けるべき容器の外壁との間で画定される中空空間内にその
ラベルを閉じ込めることができるようにされる。
【００１４】
　最後に、各ラベル支持グループには、高温流体、典型的には熱風を分配するための特殊
な分配手段が設けられ、前記分配手段が、円筒状本体とラベルを貼り付けるべき容器との
間の前述中空空間の内部に高温流体を分配して、全体的な熱収縮を生じさせ、容器の本体
上への環状ラベルの接着を完了させるようにされている。
【００１５】
　これらのラベル貼付装置の一つが、詳細な内容について参照されるGhini Enricoによる
国際特許出願（PCT）の国際公開WO 2004/085263号公報（特許文献２）に開示されている
。しかし、これらのラベル貼付装置は、欠点を無くすものではない。例えば、ラベル支持
グループの円筒状ビーカーの内部に熱収縮性ラベルを位置決めすることは、上昇中にラベ
ルを貼り付けるべき容器と干渉しないようにするために、ラベルをビーカーと完全に同軸
上に配置する必要があるので、困難で複雑な処理である。従って、この処理の自動化には
、複雑で高度な構造的解決手段を使用することが必要であり、このような装置は、結局、
ラベル貼付装置のコストに加えられることになる。
【００１６】
　第二の問題点は、熱風分配手段が、ラベル支持グループに直接設けられていることが原
因となる。この構造は、ラベルをローディング位置からアンローディング位置に移送して
いる間に、関連するラベル支持グループと一緒に分配手段を移動させることができるよう
にしなければならないので、装置の製造コストを上げ、かつ、高温流体を供給する流体プ
ラントを著しく複雑化する。
【００１７】
　これらの装置の第三の問題点は、ラベル支持グループの円筒状ビーカーが、単一のラベ
ル形式しか有効に収容することができないため、ラベル貼付装置の柔軟性を乏しくし、様
々な寸法の容器の処理に対する適用性を乏しくすることにある。
【発明の概要】
【００１８】
　本発明の目的は、簡単で合理的で比較的安価な解決手段によって、従来技術における上
述した欠点を取り除くことにある。この目的は、各々特許請求の範囲の独立項に限定され
た特徴を持つラベル貼付装置及びラベル貼付け方法によって達成される。従属項は、本発
明の好ましい解決手段及び／又は特に有利な解決手段を説明している。概して、容器への
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ラベル貼付けのために提供される装置は、少なくとも一つの容器をラベル貼付け位置に同
時に位置決めするための第一移送手段と、環状バンドの形状の熱収縮性ラベルをラベル貼
付け位置にある少なくとも一つの容器の下方に位置決めする第二移送手段と、ラベルを容
器の底部からラベル貼付け位置に挿入するためにラベルを上昇させる上昇手段と、ラベル
に高温流体、例えば、熱風又は加熱蒸気を供給するために高温流体を分配する分配手段と
を備えている。
【００１９】
　本発明の第一の特徴においては、分配手段は、熱収縮性ラベルの第二移送手段には拘束
されてなく、第二移送手段によって前進方向に動かされるラベルに対して静止した状態に
され、ラベル貼付け位置にある少なくとも一つの容器に挿入された熱収縮性ラベルの少な
くとも一部分の熱収縮を実行させるように構成されており、その部分は、熱収縮ラベルの
軸線方向展開部全体に亘ってのびている。
【００２０】
　この方法では、ラベル貼付け装置は、単一の処理ステーションで、言い換えれば、容器
が上述したラベル貼付け位置にある時に、ラベルの挿入と完全な熱収縮を効果的に実行す
ることができ、従って、二つの処理ステーションを持つ装置に特有の生産性の問題及び同
期の問題は解消される。
【００２１】
　同時に、ラベル貼付け装置には、単一の高温流体分配手段が設けられ、この分配手段は
、ラベルを貼り付けるべき対応する容器の下方にラベルが位置決めされた時に、全てのラ
ベルを処理し、従って、装置のコストや構造上の複雑さを低減させる。
【００２２】
　好ましくは、高温流体分配手段は、ラベル貼付け位置にある容器に対して、下降位置と
上昇位置との間で垂直方向に移動可能であり、二つの位置の間を垂直方向に移動している
間に高温流体を分配する。具体的には、分配手段は、上方から下方に向けて移動している
間、及び／又は下方から上方に向けて移動している間に、高温流体を熱収縮性ラベルに対
して分配し得る。
【００２３】
　この方法では、分配手段によって分配された高温流体は、ラベルを貼り付けるべき容器
に挿入されたラベルに、その軸線方向の展開部全体に亘って、効果的に当たり得、完全な
熱収縮が得られ、容器への完全な接着が得られる。
【００２４】
　好ましくは、分配手段は、ラベルの噴流が当たる部分の軸線方向位置に従って異なる流
量及び／又は流速で高温流体噴流を分配するようにされる。例えば、分配手段は、それが
ラベル貼付け位置にある容器に対して垂直方向に移動している間に、高温流体噴流の流量
及び／又は流速を変更することができる。また、分配手段は、ラベル貼付け位置にある同
じ容器に向けられ、垂直方向に間隔をあけて配置された複数の出口ノズルを有し得、前記
出口ノズルは、異なる流量及び／又は流速をモツ高温流体噴流を分配し得る。
【００２５】
　この方法では、ラベル貼付け装置は、ラベルを貼り付けるべき容器が、除々に広がる形
状、例えば、接頭円錐形状である時であっても、効果的なラベルの熱収縮を得ることがで
きる。
【００２６】
　好ましくは、分配手段は、独立して相互に離間された複数の拡散要素を有し、前記拡散
手段は、ラベル貼付け位置にある少なくとも一つの容器を囲むリング状囲いを画定するよ
うに配置され、かつ、個々に、前記囲いの内側に向けられた高温流体の出口ノズルが少な
くとも一つ設けられ、ラベル貼付け位置にある容器に挿入されたラベルに高温流体を与え
るようにされている。
【００２７】
　この解決方法によって、ラベル貼付け位置において容器に挿入された各ラベルには、様
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々な方向からくる高温流体噴流が当てられ、従って、ラベルの環状ストリップ全体に高温
流体噴流を当てることができ、その結果、熱収縮を完全に、かつ、効率的に行うことがで
きる。
【００２８】
　好ましくは、ラベルを貼り付けるべき容器の下方にラベルを位置決めするための第二移
送手段は、複数のラベル支持グループを備え、ラベル支持グループは、個々に、それに同
軸に挿入されたラベルを移送するように構成されている。また、第二移送手段は、ラベル
支持グループを、それらがラベルを受け取るローディング位置と、ラベル貼付け位置にあ
る容器の下方にラベルを配置するアンローディング位置との間で動かすために引っ張る手
段を有する。ラベル上昇手段は、第二移送手段から分離して、ローディング位置とアンロ
ーディング位置との間で動くラベルに対して静止した状態になるようにされ、少なくとも
一つの垂直可動プッシャーを備え、前記プッシャーが、アンローディング位置に配置され
たラベルを、それが上昇するように下方から押し、そのラベルをラベル支持グループから
解放して、ラベル貼付け位置にある容器に導入する。
【００２９】
　本発明の第二の特徴は、ローディング位置において、上述したラベル支持グループにラ
ベルを挿入するためのローディング装置に関する。
【００３０】
　ローディング装置は、ラベル貼付け位置においてラベル支持グループと一直線に並べら
れる軸方向展開部を有する形成要素と、形成要素の軸方向展開部に沿って連続的に配置さ
れた少なくとも三つの引張機構とを備え、前記引張機構は、独立して動作して筒状本体を
引っ張って形成するための各作動モータに結合される。前記筒状本体は、熱収縮性材料か
ら成り、ラベル貼付け位置にあるラベル支持グループに向けて形成要素に挿入される。具
体的には、最後の引張機構は、他の引張機構より速い速度で筒状本体を引っ張り、筒状本
体の端部から熱収縮性材料から成る環状部分を分離し、その環状部分がラベル貼付け位置
にあるラベル支持グループにそうにゅ鵜されるまで、環状部分を形成機構上でスライドさ
せる。
【００３１】
　二つだけの引っ張り機構に接続された形成要素を備え、その端部を引き裂くために筒状
本体を異なる速度で加圧する従来技術とは異なり、本発明による解決手段は、形成要素へ
の熱収縮性筒状本体のスライドを制御することができ、ラベル貼付け装置全体の正確な動
作を損なわせる望ましくない部分での引っ張り及び／又は引き裂きを効果的に防止する。
【００３２】
　本発明によって、少なくとも一つの容器をラベル貼付け位置に同時に位置決めする段階
と、少なくとも一つの熱収縮性ラベルを、環状バンドの形態で、ラベル貼付け位置にある
各容器の下方に配置する段階と、ラベル貼り付け位置にある少なくとも一つの容器に下方
からラベルを挿入するようにラベルを上昇させる段階とを有する容器へのラベル貼付け方
法が提供される。本発明の方法は、さらに、ラベル貼付け位置にある容器の下方に位置す
るために動かされるラベルに対して静止した状態になるようにラベル貼付け位置に高温流
体の分配手段を配置し、前記分配手段を用いて、ラベルがラベル貼付け位置にある少なく
とも一つの容器に挿入された時にラベルの少なくとも一部の熱収縮を実行することを含み
、前記部分はラベルの軸線方向展開部全体にわたってのびている。
【００３３】
　本発明の方法の好ましい態様では、ラベルの熱収縮部分は、高温流体を分配している間
に、ラベル貼付け位置にある容器に対して分配手段を垂直に移動させ、その軸線方向全体
に亘ってラベルに高温流体が当たるようにすることによって得られる。
【００３４】
　さらに、本発明による方法は、ラベルの高温流体噴流が当たる部分の軸線方向位置に従
って、分配手段によって分配される高温流体噴流の流量及び／又は流速を調整も可能であ
る。例えば、高温流体噴流の流量及び／又は流速は、分配手段の垂直方向の移動の間に変
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更されることになる。
【図面の簡単な説明】
【００３５】
【図１】本発明に係るラベル貼付装置の斜視図である。
【図２】図１に示したラベル貼付装置の詳細を示す図である。
【図３】図１に示したラベル貼付装置の側面図である。
【図４】図１のラベル貼付装置の上面図である。
【図５】図１のラベル貼付装置の側面図であり、同図では、ラベル供給及び形成手段が設
けられている。
【図６】図５における矢印VIの方向から見た拡大図である。
【図７】図６の一部を非常に拡大した詳細図である。
【図８】図６におけるVIII-VIII線拡大図である。
【図９】図８の詳細を示す斜視図である。
【図１０】図３のX-X線断面拡大図である。
【図１１】図１０におけるXl-Xl線部分をさらに拡大した図である。
【図１２】ラベル貼付装置の三つの作業ステージの一つを示す図１１に相当する図である
。
【図１３】ラベル貼付装置の三つの作業ステージの一つを示す図１１に相当する図である
。
【図１４】ラベル貼付装置の三つの作業ステージの一つを示す図１１に相当する図である
。
【図１５】図１４におけるXV-XV線に沿った拡大図であり、熱収縮ステージ中の図である
。
【図１６】図１のラベル貼付装置の別の実施例の概略側面図である。
【図１７】図１６におけるXVII-XVII線に沿った図である。
【発明を実施するための形態】
【００３６】
　図１は、本発明によるプラスチック容器１００のラベル貼付装置１を示している。
【００３７】
　各容器１００は、ビーカー型本体１０１と平坦な上側エッジ１０２とを備え、前記上側
エッジ１０２によって、容器１００は隣接する容器１００は連結されている。容器１００
は、容器１００は、四つの長手方向列に沿って相互に整列させられ、同時に不定数の横方
向列を形成するようにされている（図４参照）。ラベル貼付装置１は、容器１００を、容
器１００の長手方向列に平行な前進方向Aに移動させるための第一移送手段２を備えてい
る。
【００３８】
　概略的にしか示されていない移送手段２は、前進方向Aに平行に配置され、相互に間隔
を開けて配置された複数の固定ガイド部材を備え、前記固定ガイド部材上に、容器１００
の平坦なエッジ１０２が載るように構成され得、ビーカー型本体１０１が、その口部が上
側を向くように吊下げられるようにされている。固定ガイド部材上での容器１００の前進
は、容器１００のエッジをグリップし、固定ガイド部材上でそれらの容器を引っ張る通常
の引張グリッパーによって行われ得る。ラベル貼付装置１は、さらに、環状バンドの形態
の熱収縮性ラベル２００を各容器１００の下方に位置決めする第二移送手段３を有する。
【００３９】
　この実施例では、第二移送手段３は、二つの隣接する横方向列に属する８つの容器１０
０の下方に熱収縮性ラベル２００を同時に位置決めする。
【００４０】
　第二移送手段３は、平行で相互に離間した一対の歯付きベルト３０を備えている。これ
らの歯付きベルト３０は、相対的な引張駆動プーリー（図示せず）に巻き回されおり、容
器１００の前進方向Aに直交する方向Bに同じ速度で同期してスライドするようにされてい
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る。
【００４１】
　前記歯付きベルト３０上には、等間隔で複数のクロスバー３１が固定されており、これ
らのクロスバー３１は、スライド方向Bに対して横方向に向けられている。歯付きベルト
３０間に形成された領域において、各クロスバー３１は、二つの独立したラベル支持グル
ープ３２を支持している。この方法では、移送手段３は、端から端まで、２列のラベル支
持グループ３２を備えており、これらラベル支持グループ３２は、容器１００の下方を横
断方向Bに移動する。
【００４２】
　各ラベル支持グループ３２は、実質的に円筒状本体から成り、その下端部が関連するク
ロスバー３１に固定され、同時に、その上端部はフリーであり、かつ、テーバー状の形状
を有する。各熱収縮性ラベル２００は、各ラベル支持グループ３２に上方から挿入され、
完全にその同軸上の位置に維持するようにされ、かつ、下部のクロスバー３１上に載るよ
うにされている。ラベル支持グループ３２の本体は、好ましくは、内部が中空である。
【００４３】
　歯付きベルト３０によって画定された軌道の上側領域に沿って、ラベル貼付装置１は、
二つの作動装置を備えている。これらの作動装置は、ラベル支持グループ３２の前進方向
Bに連続して配置されている。作動装置の一つであるローディング装置４は、上流に配置
され、環状ラベル２００を形成し、ラベル支持グループ３２にそれらのラベル２００を挿
入する。また、作動装置の一つであるアプリケータ装置５は、下流に配置されており、容
器１００上に環状ラベル２００を貼り付ける。
【００４４】
　ローディング装置４は、歯付きベルト３０の上側領域にあるラベル支持グループ３２の
上面の上方に配置されており、ローディング装置４の下方をラベル支持グループ３２が除
々に通過する時にラベル支持グループ３２上にラベル２００を同軸になるように装着させ
る。
【００４５】
　図６に示すように、ローディング装置４は、二つの同一の挿入グループ４０を備え、各
挿入グループ４０が、移送手段３によって支持されたラベル支持グループ３２の各列に環
状ラベル２００を挿入する。
【００４６】
　各挿入グループ４０は、ラベル２００の各被覆形成グループ６と協働する。具体的には
、ラベル２００は、リール２０２の形態で設けられた熱収縮性材料の長い筒状本体又はス
リーブ２０１から形成される。前記リール２０２には、平らにされた筒状スリーブ２０１
がベルトとして巻き回されている。
【００４７】
　従って、各形成グループ６は、熱収縮性材料のリール２０２の関連する支持手段７に関
連付けされ、リール２０２は、前記支持手段７上の軸で空転する。図５に示すように、リ
ール２０２から巻き解かれたスリーブ２０１は、複数のアイドルホイールを通される。複
数のアイドルホイールは、巻き解かれたスリーブ２０１を長い軌道８に沿って移動させる
。長い軌道８は、実質的に、材料の予備的な蓄えになり、これにより、リール２０２を取
り替えるために製造を停止させる必要がなくなる。従って、スリーブ２０１は、長い軌道
８の最後に、形成グループ６の内部を通過する。
【００４８】
　図７に示すように、形成グループ６は、スリーブ２０１の引張り手段６０を有する。引
張り手段６０は、覆いかぶさるプレスローラ６２と協働する従動ローラ６１を有し、ロー
ラ６２は、引っ張りを保証するために従動ローラ６１に対してスリーブ２０１を押圧する
。プレスローラ６２は、ジャッキ６３によって支持され、ジャッキ６３は従動ローラ６１
からの距離を調整して、熱収縮性材料から成るスリーブ２０１に及ぼされる圧力を変更す
るようにする。
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【００４９】
　形成グループ６は、さらに、熱収縮性材料から成るスリーブ２０１に予め折り線を付け
る手段６４を備えている。これらの予め折り線を付ける手段６４は、引張り手段６０の下
流に配置され、スリーブ２０１が通過する間に、一定の間隔で横方向の折り線を付ける。
横方向の折り線は、スリーブ２０１を効果的に切断するものではないが、所定の折り線、
又は脆弱線を容易に実現する。この方法では、スリーブ２０１における予め折り線を付け
る手段６４の下流の部分は、一連の横方向の折り線によって、熱収縮性材料から成る一連
の筒状部分に補助分割される。これらの筒状部分は、相互に結合されており、それぞれが
、単一のラベル２００を画定する。
【００５０】
　好ましくは、予め折り線を付ける手段６４は、一つ又は複数の回転刃を備え、その速度
は、横方向の切り込みを形成する頻度を変更するために調整され得、それにより、得られ
る長さの寸法、即ち、ラベル２００の寸法を変更するようにする。
【００５１】
　最後に、形成グループ６は、ストレッチ手段６５を備えている。ストレッチ手段６５は
、三つの回転アイドルテンションホイール６６を備え、これらの周囲にスリーブ２０１の
折り線が付けられ部分が巻きまわされる。下側のテンションホイール６６は、ジャッキ６
７に結合されており、このジャッキ６７は、ホイール６６を、他のテンションホイールに
対して垂直方向に動かすことを可能にし、熱収縮性材料から成るスリーブ２０１にかける
べきテンションを調整し制御するようにしている。
【００５２】
　ストレッチ手段６５の出口において、折り線が付けられたスリーブ２０１は、下側にあ
る各挿入グループ４０に向けて上方から供給される。
【００５３】
　図８及び図９に示すように、各挿入グループ４０は、ラベル形成要素４１を備えている
。このラベル形成要素４１は、概して、細長い本体によって構成され、この細長い本体は
、一般的な軸方向拡張部と、一定の横断面とを有し、その上にスリーブ２０１が挿入され
、スリーブ２０１は広げられて、かつ、ラベル２００が付加され、ラベル支持グループ３
２に運ばれるのに適した形状にされる。図示実施例では、形成エレメント４１は、実質的
に、角柱であり、僅かに凹んだ側面と、丸められた角部とを有し、かつ、スリーブ２０１
にダメージを与えることなくスリーブ２０１を開け広げるためのテーパー状の上側端部を
有する。
【００５４】
　形成要素４１は、垂直方向に向けられ、歯付きベルト３０の動作中に、各ラベル支持グ
ループ３２の列が、形成要素４１の下方で完全に同軸になるローディング位置を通過でき
るような位置に固定される。
【００５５】
　異なる高さに配置された三対の水平軸従動ローラが、形成要素４１に結合されている。
これらの従動ローラは、一対の上側ローラ４２、一対の中間ローラ４３及び一対の下側ロ
ーラ４４から成る。各対のローラは、形成エレメント４１の対辺で相互に向き合っており
、同じ直径を有し、同じ速度で反対方向に同時に回転し、スリーブ２０１が、上方から形
成要素４１に沿って下方に向けてスライドするようにしている。
【００５６】
　詳細には、各対のローラ４２～４４は、関連する電気モータ４２０，４３０及び４４０
によって作動され、各電気モータ４２０，４３０及び４４０は、歯付きホイール伝動装置
によって対の両ローラに運動学的に接続されており、その結果、各対のローラは、他の対
のローラとは異なる速度で回転し得るようになる。
【００５７】
　引張り動作を実行するために、各従動ローラ４２～４４は、対応する水平軸カウンター
ローラ４５と接触して回転する。前記カウンターローラ４５は、形成要素４１内に設けら
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れた関連するシートに空回りするように設けられている（図９参照）。
【００５８】
　使用時に、上側ローラ４２及び中間ローラ４３は、関連するモータ４２０及び４３０に
よって、実質的に同じ速度で、回転させられる。また、これらのローラ４２及び４３は、
関連する形成グループ６から来るスリーブ２０１を下方に引っ張る機能を有する。形成エ
レメント４１に沿って、異なる高さに、独立した装置によって二つのグループの引張りロ
ーラを持たせることによって、実施例においては、一対の上側ローラ４２及び中間ローラ
３を持たせることによって、スリーブ２０１を均一に下降させるためにスリーブ２０１に
与えるテンションを、効果的に制御することを可能にし、ラベル貼り付け装置１の全体の
正確な機能を損なわせることになる望ましくない位置での引っ張り及び／又は引き裂きを
防止する。
【００５９】
　下側ローラ４４は、他のローラよりも早い速度で回転させられる。下側ローラ４４は、
スリーブ２０１の端部に位置する熱収縮性材料を引き裂き、次いで、得られたラベル２０
０を急速に押して、ローディング位置で下にあるラベル支持グループ３２にそれを挿入す
る機能を有する。下側ローラ４４と中間ローラ４３の回転速度の差が、スリーブ２０１の
端部に、熱収縮性材料に損傷は与えないが、横方向折り線によって画定された最小抵抗線
に沿ってスリーブ２０１を引き裂くのに十分な高さのテンションをかけて、ラベル２００
を分離し、分離されたラベル２００は、その後、加速されて関連するラベル支持グループ
３２に挿入される。
【００６０】
　具体的には、ラベル支持グループ３２の前進動作に加えてスリーブ２０１の動作と、ラ
ベル２００の分離及び下降とは、挿入グループ４０からラベル支持グループ３２への各ラ
ベル２００の移送が、移送手段３を停止する必要なしに行われるように、言い換えれば、
ラベル支持グループ３２の連続動作中に行われるように、同期させられ調整される。
【００６１】
　図１に戻ると、容器１００にラベル２００を貼り付けるアプリケータ装置５は、ローデ
ィング装置４の下流に配置されており、ラベルを貼り付けるべき容器１００の下の定位置
にあり、歯付きベルト３０間に設けられた空間に配置されている。アプリケータ装置５は
、可動式プラットフォーム５０を有し、このプラットフォーム５０は、それを下降位置と
上昇位置との間で垂直に動かす作動手段（図示せず）に結合されている。複数の垂直柱５
１が可動式プラットフォーム５０上に設けられており、これらの垂直柱５１は、全てが同
じ高さを有し、くし状構造体を形成する。
【００６２】
　図１０に示されているように、垂直柱５１は、平面図において、実質的に等間隔で配置
されており、ラベル支持グループ３２の前進方向Ｂに三つの平行列を形成する。具体的に
は、垂直柱５１の列は、ラベル支持グループ３２の二つの列に対してずらして配置されて
おり、ラベル支持グループ３２を支持するクロスバー３１に干渉することなく、ラベルを
貼り付けるべき容器１００に整列させられた環状ラベル２００の間に形成された空間に垂
直に挿入することができるように位置決めされている。
【００６３】
　より詳細には、垂直柱５１は、平面図において、ラベルを貼り付けるべき容器１００の
下方に位置する各環状ラベル２００が、四つの垂直柱５１によって形成された囲いによっ
て囲まれるように配置されている。
【００６４】
　各上昇プレート５２が各垂直柱５１に固定されている。上昇プレート５２は、平面図に
おいて、ローブ形状を有し、垂直柱５１の外側面に対して突出している。上昇プレート５
２は、垂直柱５１の中間部分に配置され、相互に同一平面上にある。垂直柱５１が上方に
移動している間、上昇プレート５２のローブは、個々に、ラベル支持グループ３２内に設
けられた対応する垂直溝の内部でスライドするようにされている。この方法では、ローブ
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の下面は、環状ラベル２００の下側エッジを受け、それらを上昇させて、それらを除々に
関連するラベル支持グループ３２から解放し、次いで、それらをラベルを貼り付けるべき
容器１００に挿入する（図１１～図１４参照）。
【００６５】
　詳細には、上昇プレート５２は、それに隣接する全てのラベル支持グループ３２と相互
に作用することができるように、複数のローブを備えている。この方法では、例えば、中
央の列の幾つかのプレート５２が、個々に四つのラベル２００を上昇させ、同時に、外側
の列の他のプレート５２が、個々の二つのラベル２００を上昇させる。
【００６６】
　垂直柱５１が内部が中空であり、各々が、高温流体用、典型的には、熱風又は加熱蒸気
用の各搬送導管を画定するようにされている。高温流体は、可動式プラットフォーム５０
に結合された単一の供給プラント（図示せず）によって垂直柱５１の内部に供給される。
各垂直柱５１は、上端に、少なくとも、その内部において搬送される高温流体用の出口ノ
ズル５３を有し（図１１参照）、前記出口ノズル５３は、ラベルが、ラベル貼り付けする
べき容器１００上に挿入される時に、隣接する環状ラベルに向けて高温流体の噴流を生じ
させる。
【００６７】
　詳細には、図１５に示すように、各垂直柱１５は、複数の出口ノズル５３を有し、それ
に隣接する全ての容器１００と相互に作用することができるようにされている。従って、
ラベルを貼り付けるべき四つの容器１００の間に配置された垂直柱５１には、それぞれが
各環状ラベル２００に向けられた四つの出口ノズル５３が設けられ、ラベルを貼り付ける
べき二つの容器１００の間に配置された垂直柱５１には、二つの出口ノズル５３が設けら
れ、ラベルを貼り付けるべき一つの容器１００に隣接する垂直柱５１（図１５には示され
ていない）、言い換えれば、平面図において、可動式プラットフォーム５０の角部に配置
された垂直柱５１には、一つの出口ノズル５３が設けられる。
【００６８】
　出口ノズル５２３は、垂直柱５１が上昇位置にある時に、それによって発生させられた
高温流体の噴流が、ラベルを貼り付けるべき容器１００の平坦なエッジ１０２の直ぐ下に
位置する環状ラベル２００の領域に噴霧されるように（図１４参照）、実質的に、全て同
じ高さに配置される。
【００６９】
　さらに、出口ノズル５３は、ラベルを貼り付けるべき一つの容器１００を囲む全ての出
口ノズル５３がラベル２００の全環状ストリップに当たって、容器１００の周囲で環状ス
トリップの全熱収縮が生じるように構成されている（図１５参照）。
【００７０】
　使用中に、移送手段２は、ラベルを貼り付けるべき容器１００を段階的に前進させ、周
期的に、例えば、ラベルを貼り付けるべき容器１００の二つの横方向列が、熱収縮性ラベ
ル２００の移送手段３の上方にある所定のラベル貼付け位置に置かれる度に、それらの容
器１００を停止する。
【００７１】
　同様に、熱収縮性ラベル２００の移送手段３は、ラベル支持グループ３２を段階的に前
進させ、周期的に、例えば、関連するラベル２００が設けられたラベル支持グループ３２
が、ラベル貼付け位置にある容器１００の同軸上の下方にあるアンローディング位置に置
かれる度に、それらのラベル支持グループ３２を停止する。
【００７２】
　この構造では、ラベル支持グループ３２は、アプリケータ装置５の下部の垂直柱５１に
対してずらして配置されており、従って、図１０に示すように、垂直柱５１は、ラベル支
持グループ３２の間の空間にあるクロスバー３１の間で垂直方向に自由に動くことができ
る。
【００７３】
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　最初に、可動式プラットフォーム５０は下降位置にあり、そのため、垂直柱５１はラベ
ル２００の前進面の下方にあり、移送手段３の移動に干渉しない（図１参照）。環状ラベ
ル２００とラベルを貼り付けるべき容器１００との間が位置あわせされた後、可動式プラ
ットフォーム５０は除々に上昇させられる。
【００７４】
　図１２～図１４に示すように、最初に上昇プレート５２が、クロスバー３１上に載った
ラベル支持グループ３２に挿入されているラベル２００の下側エッジに達して接触し、次
いで、上昇プレート５２のローブが、ラベル支持グループ３２の垂直溝内を移動して、ラ
ベル２００を、ラベルを貼り付けるべき容器上にそれらが完全に挿入されるまで除々に上
昇させる。
【００７５】
　図１５に示すように、一度最高上昇位置に達すると、垂直柱５１は、ラベル貼付け位置
にある容器１００間に形成された空の空間内に挿入され、その結果、それらの各々が、四
つの垂直柱５１によって形成された囲いによって囲まれる。
【００７６】
　この段階で、高温流体供給プラントが作動させられ、垂直柱５１の出力ノズル５３が、
ラベル貼付け位置にある容器１００に挿入されたラベル２００の上側環状部分に噴霧され
る高温流体の噴流を発生させる。
【００７７】
　高温流体噴流の効果により、ラベル２００の上側環状部分は熱収縮し、それらをラベル
貼り付け位置にある容器１００に接着して固定する。
【００７８】
　その後、高温流体を分配している間に、可動式プラットフォーム５０は初期位置に向け
て除々に下降し、その結果、出口ノズル５３が垂直方向に下向きに動くことにより、ラベ
ル２００の垂直方向展開部の全体に、高温流体の噴流が除々に噴霧される。
【００７９】
　この方法では、環状ラベル２００の全面的な熱収縮が効果的に得られ、垂直柱５１が下
降し終わると、別の加熱ステージや熱収縮ステージを環状ラベルに与える必要なしに、ラ
ベル貼付け位置にある容器１００に環状ラベル２００が完全に接着されて固定される。
【００８０】
　具体的には、加熱流体を供給する手段は、好ましくは、出口ノズル５３が垂直移動して
いる間に、加熱流体噴流の流量及び／又は流速を変更できるように構成される。
【００８１】
　容器１００が軸方向に広がる形状、例えば、接頭円錐形の場合、容器１００の側壁と、
容器に挿入されたラベル２００との間の径方向の隙間は一定ではなく、垂直方向に可変で
ある。従って、均一な接着を得るために、隙間が大きくなる領域におけるラベル２００の
熱収縮の割合を、隙間がイ小さい領域における割合より大きくする必要がある。垂直方向
に移動している間の加熱流体噴流の流量及び／又は流速を変更することにより、即ち、ラ
ベル２００の噴流が当たる部分の軸方向位置に従って加熱流体噴流の流量及び／又は流速
を変更することにより、熱収縮の割合を局部的に変更することが可能になり、容器１００
上にラベル２００を均一に接着することが可能になる。
【００８２】
　代わりに、各垂直柱５１に、ラベル貼付け位置にある同じ容器１００に向けて垂直方向
に並べて複数の出口ノズル５３を設け、言い換えれば、ラベル貼付け位置にある容器１０
０の垂直方向の展開部に従って複数の出口ノズル５３を設け、出口ノズル５３が、ラベル
２００の高温流体噴流が当たる部分の軸方向位置に従って、異なる流量及び／又は流速の
高温流体噴流を分配するように、高温流体を供給する手段を構成することによっても同じ
結果を得ることができる。この方法では、垂直柱が、ラベル貼付け位置にある容器１００
の側壁に面する固定分配位置で静止している間に、熱風を分配するが効果的に行われ得る
。
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【００８３】
　上述したラベル貼付け装置１の特徴によって、本発明の目的は達成される。容器１００
を、一つのラベル貼り付け位置に静止させておくことによって、ラベル貼付け装置１は、
一つの処理ステージで、ラベルを貼り付けるべき容器１００への熱収縮性環状ラベル２０
０の挿入と、容器１００上でのラベルの熱収縮の両方を効果的に実行することができ、従
来技術で生じていたように、容器１００の前進方向Ａに沿ったラベル貼付け装置１の下流
に、別の熱収縮ステーションを設けることを必要としない。
【００８４】
　従って、この解決方法は、ラベル貼付けプラントの相当な簡単化を可能にし、その結果
として、導入及び保守の費用も削減し、ラベル貼付け処理の実行に必要な時間も短くし、
かつ、プラントの生産力を向上させることを可能にする。
【００８５】
　図１６及び１７に示すように、本発明は、容器１の前進方向Ａに沿って、ラベル貼付け
位置の下流に、仕上げステーション９を導入する可能性も含んでいる。仕上げステーショ
ン９では、移送中の容器１００に、別の熱風、典型的には空気又は加熱蒸気が与えられ、
熱収縮性ラベル２００の接着を確実なものにする。
【００８６】
　好ましくは、仕上げステーション９は、一対の固定側壁９０を備え、これらの側壁９０
は、容器１００の前進方向Ａに平行に伸び、容器１００の列の対辺に配置され、移送手段
２によって前進させられる全ラベル貼付け済の容器１００が流れる固定された長手方向の
通路９１を画定する。
【００８７】
　側壁９０は、実質的に容器１００と同じ高さに設けられ、容器１００の本体１０１より
も垂直方向に大きい。側壁９０によって画定される長手方向通路９１は、下方及び／又は
上方が閉鎖され得、実質的に、容器１００の前進方向Ａにのみ開放するトンネルを形成す
るようにすることができる。
【００８８】
　仕上げステーション９は、さらに、側壁９０によって画定された長手方向通路９１の内
部に加熱流体を常時噴霧するか、又は、特別に計算された間隔で噴霧するする手段９２を
有し、前記手段９２によって、長手方向通路９１を通る容器１００に固定されたラベル２
００に高温流体を噴霧するようにされている。
【００８９】
　この方法では、長手方向通路９１が固定され、かつ、容器が自由に通るので、ラベル貼
付け装置１の生産力を制限することなく、仕上げステーション９は、容器１００へのラベ
ル２００の接着を向上させ、かつ、保証することが可能になる。
【００９０】
　当業者であれば、特許請求の範囲に記載した発明の範囲を逸脱することなく、上述した
ラベル貼付け装置１に技術的な応用機能の様々な変更を与え得ることは明らかである。
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【図１】 【図２】

【図３】 【図４】



(18) JP 2010-530832 A 2010.9.16

【図５】 【図６】
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【図１０】

【図１１】

【図１２】

【図１３】

【図１４】

【図１５】

【図１６】
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【図１７】

【手続補正書】
【提出日】平成21年4月16日(2009.4.16)
【手続補正１】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】００１５
【補正方法】変更
【補正の内容】
【００１５】
　これらのラベル貼付装置の一つが、詳細な内容について参照されるGhini Enricoによる
国際特許出願（PCT）の国際公開WO 2004/085263号公報（特許文献２）に開示されている
。
　国際公開WO 2004/067385号公報には、少なくとも一つの容器（２）を立たせた状態で支
持し、前記少なくとも一つの容器の本体に環状バンドの形態の熱収縮性ラベルを装着し、
かつ、前記容器にラベルを接着させることから成る容器ラベル貼付け方法が開示されてい
る。この方法は、少なくとも一つの容器を支持し、かつ、移送する装置（３）を有するプ
ラント（１）によって実施され、前記装置は、立たせた状態で吊下げられた容器に上方か
ら作用する。また、前記プラント（１）は、下方から容器に熱収縮性環状バンド（４）を
装着する手段と、熱収縮によって前記容器（６）に前記ラベルを接着させる手段とを備え
ている。
　しかし、これらのラベル貼付装置は、欠点を無くすものではない。例えば、ラベル支持
グループの円筒状ビーカーの内部に熱収縮性ラベルを位置決めすることは、上昇中にラベ
ルを貼り付けるべき容器と干渉しないようにするために、ラベルをビーカーと完全に同軸
上に配置する必要があるので、困難で複雑な処理である。従って、この処理の自動化には
、複雑で高度な構造的解決手段を使用することが必要であり、このような装置は、結局、
ラベル貼付装置のコストに加えられることになる。
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【手続補正２】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】００１７
【補正方法】変更
【補正の内容】
【００１７】
　これらの装置の第三の問題点は、ラベル支持グループの円筒状ビーカーが、単一のラベ
ル形式しか有効に収容することができないため、ラベル貼付装置の柔軟性を乏しくし、様
々な寸法の容器の処理に対する適用性を乏しくすることにある。
　公知の装置の第四の問題点は、熱収縮によって前記ラベルを前記容器（６）に接着させ
る手段が、ラベル貼付け位置にある容器に対して固定されており、従って、容器全体に亘
る熱分配が不完全になることにある。
【手続補正３】
【補正対象書類名】特許請求の範囲
【補正対象項目名】全文
【補正方法】変更
【補正の内容】
【特許請求の範囲】
【請求項１】
　少なくとも一つの容器（１００）を、ラベル貼付け位置に同時に位置決めする第一移送
手段（２）と、
　環状熱収縮性ラベル（２００）を、ラベル貼付け位置にある少なくとも一つの容器（１
００）の下方に位置決めする第二移送手段（３）と、
　ラベル貼付け位置にある容器（１００）に、下方からラベルを挿入するためにラベル（
２００）を上昇させるための上昇手段（５０，５２）と、
　ラベル（２００）に高温流体を与えるための分配手段（５１，５３）と
　を有する容器（１００）用ラベル貼付け装置において、
　前記分配手段（５１，５３）が、
　前記ラベル貼付け位置にある少なくとも一つの容器（１００）に対して垂直方向に移動
可能であり、
　　前記第二移送手段（３）に拘束されずに、第二移送手段（３）によって前進させられ
るラベル（２００）に対して静止するようにされ、かつ、
　　ラベル貼付け位置にある少なくとも一つの容器（１００）に挿入されたラベル（２０
０）の少なくとも一部の熱収縮を実行するように構成され、
　前記部分が、ラベル（２００）の軸線方向展開部全体にわたってのびている
　ことを特徴とする容器用ラベル貼付け装置。
【請求項２】
　前記分配手段（５１，５３）が、それが垂直方向に移動している間に高温流体を分配す
る
　ことを特徴とする請求項２に記載の装置。
【請求項３】
　分配手段（５１，５３）が、分配手段（５１）が下方に向けて移動している間に高温流
体を分配する
　ことを特徴とする請求項３に記載の装置。
【請求項４】
　分配手段（５１，５３）が、分配手段（５１）が上方に向けて移動している間に高温流
体を分配する
　ことを特徴とする請求項３に記載の装置。
【請求項５】
　分配手段（５１，５３）が、垂直方向に完全に一緒に動くように、ラベル（２００）の
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上昇手段（５０，５２）と結合されている
　ことを特徴とする請求項２に記載の装置。
【請求項６】
　分配手段（５１，５３）が、ラベル（２００）の高温流体の噴流が当たる部分の軸線方
向位置に従って、異なる流量及び／又は流速を有する高温流体の噴流を分配する
　ことを特徴とする請求項１に記載の装置。
【請求項７】
　前記分配手段（５１，５３）が、異なる流量及び／又は流速を有する高温流体の噴流を
分配する垂直方向に間隔を開けて配置された複数の出口ノズル（５３）を備えている
　ことを特徴とする請求項７に記載の装置。
【請求項８】
　前記分配手段（５１，５３）が、ラベル貼付け位置にある容器（１００）に対するその
垂直方向の移動の間に、高温流体の噴流の流量及び／又は流速を変化させる
　ことを特徴とする請求項７又は２に記載の装置。
【請求項９】
　前記分配手段が、独立して相互に離間された複数の拡散要素を備え、
　前記拡散要素が、ラベル貼付け位置にある少なくとも一つの容器（１００）を囲む囲い
を画定するように配置され、
　前記拡散要素に、それぞれ、拡散要素によって画定された囲いの内側に向けられた少な
くとも一つの出口ノズル（５３）が設けられ、ラベル貼付け位置にある容器（１００）に
挿入されたラベル（２００）に高温流体の噴流を与えるようにした
　ことを特徴とする請求項１に記載の装置。
【請求項１０】
　リング状の囲いを画定する拡散要素に設けられた出口ノズル（５３）が、それによって
分配される高温流体の噴流が、熱収縮性ラベル（２００）の少なくとも一つの完全な環状
バンドに当たるように構成されている
　ことを特徴とする請求項１０に記載の装置。
【請求項１１】
　上昇手段（５０，５２）が、第二移送手段（３）に拘束されずに、上昇手段（５０，５
２）が、第二移送手段（３）によって前進させられるラベル（２００）に対して静止して
いるようにされ、
　上昇手段（５０，５２）が、少なくとも一つの垂直可動プッシャー（５２）を備え、前
記プッシャー（５２）が、少なくとも一つの容器（１００）の下方に位置するラベル（２
００）を、ラベル貼付け位置まで上方に押すようにした
　ことを特徴とする請求項１に記載の装置。
【請求項１２】
　第一移送手段（２）が、ラベル貼付け位置に複数の容器（１００）を同時に位置決めし
、
　第二移送手段（３）が、対応する複数の熱収縮性ラベル（２００）を、各々対応する容
器（１００）の下方に位置決めし、
　上昇手段が、ラベル（２００）を、ラベル貼付け位置にある対応する容器（１００）に
、下方から挿入するようにラベル（２００）を同時に上昇し、
　分配手段（５１，５３）が、ラベル貼付け位置にある容器（１００）に挿入されたラベ
ル（２００）の完全な熱収縮を同時に実行するように構成されている
　ことを特徴とする請求項１に記載の装置。
【請求項１３】
　分配手段が、独立して相互に離間した複数の拡散要素を備え、
　前記拡散要素が、ラベル貼付け位置にある容器（１００）間に形成せた空間に挿入され
、ラベル貼付け位置にある容器（１００）の夫々の周りに囲いを画定するようにされ、
　各拡散要素に、囲いに収容された容器（２００）に当たるように囲いの内側に向けられ
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た加熱流体の出口ノズル（５３）が少なくとも一つ設けられている
　ことを特徴とする請求項１３に記載の装置。
【請求項１４】
　少なくとも一つの拡散要素が、複数の出口ノズル（５３）を備え、前記出口ノズル（５
３）が、高温流体の噴流を同じ下図の囲いの内側に向けて、それらの中に収容された複数
のラベル（２００）に同時に当てるようにした
　ことを特徴とする請求項１４に記載の装置。
【請求項１５】
　上昇手段（５０，５２）が、第二移送手段（３）に拘束されずに、第二移送手段（３）
による動作によって前進するラベル（２００）に対して静止しているようにされ、
　上昇手段（５０，５２）が、複数の垂直可動式プッシャー（５２）を有し、前記プッシ
ャーで、容器（１００）の下方に位置するラベル（２００）を、同時に、ラベル貼付け位
置まで上方に押すようにした
　ことを特徴とする請求項１３に記載の装置。
【請求項１６】
　少なくとも一つのプッシャー（５２）が、それぞれがラベル貼付け位置にある容器（１
００）の下方に位置する複数のローブ（２００）に同時に作用する
　ことを特徴とする請求項１６に記載の装置。
【請求項１７】
　第二移送手段（３）が、
　個々にそれに挿入されたラベル（２００）を移送するようにされた複数のラベル支持グ
ループ（３２）と、
　各ラベル支持グループ（３２）を、ラベル（２００）を受け取るローディング位置と、
ラベル貼付け位置にある容器（１００）の下方に位置するアンローディング位置との間で
周期的に動かすための作動手段（３０）と
　を備えている
　ことを特徴とする請求項１に記載の装置。
【請求項１８】
　ラベル（２００）をローディング位置にあるラベル支持グループ（３２）に挿入するた
めの少なくとも一つのローディング装置（４）を備えている
　ことを特徴とする請求項１８に記載の装置。
【請求項１９】
　第一移送手段（２）によって画定された容器（１００）の軌道に沿ったラベル貼付け位
置の下流に仕上げステーション（９）を備え、
　前記仕上げステーション（９）が、容器（１００）に固定されたラベル（２００）に高
温流体を当てるための処理手段（９１，９２）を備えている
　ことを特徴とする請求項１に記載の装置。
【請求項２０】
　前記処理手段が、容器（１００）が横切るために容器（１００）の前進方向（Ａ）に開
く固定通路（９１）と、
　固定通路（９１）の内方に高温流体を噴射する手段（９２）と
　を備えていることを特徴とする請求項２０に記載の装置。
【請求項２１】
　環状熱収縮性ラベル（２００）を個々に移送するようにされた複数のラベル支持グルー
プ（３２）と、
　ラベル（２００）を受け取るローディング位置と、ラベルを貼り付けるべき容器（１０
０）にラベル（２００）が移されるアンローディング位置との間で各ラベル支持グループ
（３２）を周期的に動かすための作動手段（３０）と、
　ラベル支持グループに熱収縮性ラベル（２００）を挿入するためにローディング位置に
おいてラベル支持グループ（３２）と直線上に並べられる軸線方向に展開する形成要素（
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４１）が設けられたローディング装置（４）と
　を備えた容器（１００）用ラベル貼付け装置において、
　前記ローディング装置（４）が、形成要素（４１）の軸線方向の展開部に沿って連続し
て配置された少なくとも三つの引張機構（４２，４３，４４）を有し、
　少なくとも三つの引張機構（４２，４３，４４）が、各々、形成要素（４１）に挿入さ
れた熱収縮性材料から成る筒状本体（２０１）を、ローディング位置にあるラベル支持グ
ループ（３２）に向けて独立して引っ張って動かすための作動モータに結合され、
　少なくとも三つの引張機構（４２，４３，４４）の最後の引張機構（４４）が、少なく
とも三つの引張機構（４２，４３，４４）の他の引張機構（４２，４３）より速い引張速
度を筒状本体（２０１）に与え、熱収縮材料から成るラベル（２００）になる環状部分を
熱収縮材料から成る筒状本体（２０１）の端部から分離して、環状部分を形成要素（４１
）上にスライドさせて、それがローディング位置にあるラベル支持グループ（３２）に挿
入されようにする
　ことを特徴とする容器用ラベル貼付け装置。
【請求項２２】
　引張機構の各々が、形成要素（４１）の側面に隣接して配置され、その軸線周りに固定
された位置で回転する少なくとも一つのローラ（４２，４３，４４）を備えている
　ことを特徴とする請求項２２に記載の装置。
【請求項２３】
　引張機構の各々が、相互に向き合い、かつ、形成要素（４１）の対向する側面に隣接し
て配置された一対のローラ（４２，４３，４４）を備え
　各対のローラ（４２，４３，４４）が、個々に、その軸周りに固定位置で相互に反対方
向に回転する
　ことを特徴とする請求項２３に記載の装置。
【請求項２４】
　少なくとも一つの容器（１００）をラベル貼付け位置に同時に位置決めする段階と、
　少なくとも一つの熱収縮性ラベル（２００）を、環状バンドの形態で、ラベル貼付け位
置にある各容器の下方に配置する段階と、
　ラベル貼り付け位置にある少なくとも一つの容器（１００）に下方からラベル（２００
）を挿入するようにラベル（２００）を上昇させる段階と
　を有する容器へのラベル貼付け方法において、
　ラベル貼付け位置にある容器（１００）の下方に位置するために動かされるラベル（２
００）に対して静止した状態になるようにラベル貼付け位置に高温流体の分配手段（５１
，５３）を配置し、
　前記分配手段（５１，５３）を用いて、ラベルがラベル貼付け位置にある少なくとも一
つの容器（１００）に挿入された時にラベル（２００）の少なくとも一部の熱収縮を実行
し、
　前記部分が、ラベル（２００）の軸線方向展開部全体にわたってのびている
　ことを特徴とする方法。
【請求項２５】
　ラベル貼付け位置にある容器（１００）上のラベル（２００）の一部の熱収縮を、高温
流体の分配中に分配手段（５１，５３）を垂直に動かして、ラベル（２００）の軸線方向
展開部全体に亘って高温流体が分配されるようにすることによって行う
　ことを特徴とする請求項２５に記載の方法。
【請求項２６】
　高温流体の分配を、分配手段（５１，５３）が上方から下方に向けて移動している間に
行う
　ことを特徴とする請求項２６に記載の方法。
【請求項２７】
　高温流体の分配が、分配手段（５１，５３）を下方から上方に向けて移動させている間
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に行う
　ことを特徴とする請求項２６に記載の方法。
【請求項２８】
　ラベル（２００）の高温流体の噴流が当たる部分の軸線方向位置に従って、分配手段（
５１，５３）によって分配される高温流体の噴流の流量及び／又は流速を変化させる段階
を含む
　ことを特徴とする請求項２５に記載の方法。
【請求項２９】
　分配手段（５１，５３）を垂直に移動させている間に、分配手段（５１，５３）によっ
て分配される高温流体の噴流の流量及び／又は流速を変化させる段階を含む
　ことを特徴とする請求項２６又は２９に記載の方法。
【請求項３０】
　ラベル貼付け位置の下流で容器（１００）に固定されたラベルに高温流体を当てる段階
を含む
　ことを特徴とする請求項２５に記載の方法。
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